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▪
ま
さ
に
秘
境

　

４
月
初
め
、
奥
伊
吹
ス

キ
ー
場
に
向
か
っ
て
車
を

走
ら
せ
る
と
、
姉
川
沿
い

の
桜
並
木
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら

仰
ぎ
見
る
伊
吹
山
は
、
格

別
で
す
。
ま
る
で
ピ
ン
ク

色
に
染
ま
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
、
美
し
く
輝
い
て

い
ま
し
た
。

　

曲
谷
集
落
を
抜
け
た
あ

た
り
で
右
折
し
、
車
を
置

き
、
細
い
林
道
に
入
っ
て

行
き
ま
す
。
登
山
道
分
岐

か
ら
は
本
格
的
な
山
道
と

な
り
、
約
１
㎞
ほ
ど
歩
き

ま
す
。
途
中
、
奇
妙
な

「
唐
傘（
か
ら
か
さ
）
小

僧
」
の
群
れ
に
遭
遇
し
ま

し
た
。
正
体
は
、
ヤ
ブ
レ

ガ
サ（
破
れ
傘
）で
す
。
綿

毛
で
覆
わ
れ
た
こ
の
時
期

が
最
も
見
頃
で
す
。

　

そ
し
て
、
五
色
の
滝
に

到
着
。
目
に
映
る
の
は
、

深
い
森
と
伊
吹
山
系
を
源

流
と
す
る
滝
の
み
。
ま
さ

に
秘
境
で
す
。
大
き
な
岩

間
を
縫
っ
て
清
流
が
滑
り

落
ち
る
姿
は
、
壮
大
で

す
。
足
元
に
目
を
や
る

と
、
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
や

ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
ミ

ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
な
ど
の
早

春
の
花
々
が
し
っ
か
り
と

根
を
張
っ
て
咲
い
て
い
ま

し
た
。
引
き
返
し
た
後

は
、
再
び
車
を
走
ら
せ
、

山
寺
へ
と
向
か
い
ま
す
。

▪
「
山
野
草
の
寺
」

　

長
尾
寺
は
、
白
鳳
時
代

に
開
か
れ
た
山
岳
霊
場
伊

吹
山
寺
の
一
つ
で
、
現
在

は
、
知
る
人
ぞ
知
る
「
山

野
草
の
寺
」
で
も
あ
り
ま

す
。
10
年
ほ
ど
前
に
描
か

れ
た
山
野
草
の
天
井
画
は

見
事
で
す
。
裏
山
を
散
策

す
る
と
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
や

カ
タ
ク
リ
の
群
生
が
見
ら

れ
ま
す
。
希
少
植
物
、
ト

ウ
ゴ
ク
サ
バ
ノ
オ
の
淡
い

黄
花
は
可
憐
で
す
。
花
後

に
つ
け
る
実
の
形
が
、

「
鯖
の
尾
」
に
似
る
こ
と

か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
年
も
出
逢
え
て
よ
か

っ
た
！
」
安
堵
の
瞬
間
で

す
。
さ
ら
に
は
、
ヤ
マ
エ

ン
ゴ
サ
ク
や
タ
ニ
ギ
キ
ョ

ウ
も
、
癒
や
し
、
和
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
長
尾
寺

で
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て

植
物
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
植
物
の
環
境
を
守
る

こ
と
で
こ
の
貴
重
な
花
た

ち
の
命
を
紡
い
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。
大
い
に
学
び
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

連
載
は
、
今
回
で
最
終

で
す
。
改
め
て
、
伊
吹
山

は
ど
こ
ま
で
も
大
き
く
、

懐
の
深
い
山
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
魅
了
さ
れ
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一

年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
（
お
わ
り
）

伊吹山
やまはな便り

植物の環境を守ることで花たちの命を紡ぐ
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五色の滝（米原市）


